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2022 年度（令和 4 年度） 

一般社団法人日本小児アレルギー学会 事業報告書 
（2022 年 9 月 1 日から 2023 年 8 月 31 日まで） 

 
【事業の状況】 
１．学術大会の開催（会則 第 2 章第 4 条 1）  

第 59 回日本小児アレルギー学会学術大会・APAPARI2022 合同開催 
会期：2022 年 11 月 12 日（土）、13 日（日） 
会長：大矢 幸弘 先生（国立成育医療研究センター アレルギーセンター長） 
会場：沖縄コンベンションセンター、ラグナガーデンホテル（ハイブリッド開催） 
参加者数：2,281 名(内訳：医師一般 1724名/コメディカル・院生 445名/学生・研修医 28名/海外 84 名) 

プログラム：  
President Lecture 1、President Lecture（英語）1、Plenary 2、Invited Lecture（英語）4、大会長特別企画日本子ど
も健康科学会共催シンポジウム 1、日韓交換講演（英語）1、教育講演 4、シンポジウム 17、Symposium（英語）10、
Small Interest Group（SIG）7、ジョイントセッション 4、、市民公開講座 1、教育セミナー 5、ランチョンセミナー 
12、優秀演題候補ミニシンポジウム 1，共催シンポジウム 2、スイーツセミナー 2、一般口演 126、一般ポスター 
91、General Session（Oral）53、General Session（Poster）46 
 

２．学会誌・ガイドライン,その他の刊行物の発行（会則 第 2 章第 4 条 2,第 8 章第 29 条,第 30 条） 
１）日本小児アレルギー学会誌（第 36 巻 4 号,5 号,第 37 巻 1 号～3 号）年 5 回発行 

発行形態：オンライン版、ダイジェスト版 
発行日：3,6,8,10,12 月各 20 日発行 
印刷部数：第 36 巻 4 号（4,600 部）5 号（4,350 部）第 37 巻１号（4,350 部）２号（4,350 部）３号（4,350 部） 

２）日本小児アレルギー学会紹介パンフレット（改訂版） 
印刷部数： 4,500 部 

 
３．講習会・講演会の開催（研修および教育の実施）（定款 第 2 章第 4 条 3） 
１） 小児アレルギースキルアップコース（PASCO）【2019 年度 GSK 医学教育事業助成による】 

全国（卒後10年以内の若手医師向け） 
① 小児アレルギースキルアップコース 開催なし（PASCO2023 は 2023 年 9 月 30 日に開催） 
地方（若手医師および地域医療に携わる小児科医向け） 
② 小児アレルギースキルアップセミナー in 広島 

日 程：2023 年 2 月 4 日（土） 
開催形式：現地開催 （TKP ガーデンシティ PREMIUM 広島駅北口・WEB） 
対象地区：広島     
参加者数：25 名 

２）第7回”CReSS” Medical Writingセミナー 
開催日時： 2022年9月11日（日） 9時15分～17時45分（ライブ配信） 

2022年9月21日～28日（オンデマンド配信） ※共催セミナーを除く 
開催形式 : zoom webinarを用いたライブ配信 
参加者数：81名 

３）基礎研究支援セミナー（BReSS） 
日 程：2023年6月24日（土）13時00分〜6月25日（日）14時30分 
開催形式：現地開催 
開催会場：日本科学未来館・相鉄グランドフレッサ 東京ベイ有明 
参加者数：35名 
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４．研究の奨励及び研究業績の表彰 
１）2022 年度（令和 4 年度）学会支援研究補助金申請 

会報、学会 HP、会員一斉配信メールにて公募、応募者 3 名にについて選考、次の 1 名に決定した。 
研究課題名： 種実類（クルミ・カシューナッツ・ピーナッツ）アレルギーと経皮感作の関連を室内抗原暴露量

で検討する（多施設共同横断研究） 

研究代表者： 濱田 匡章 先生（八尾市立病院小児科） 

補助金交付決定額： 1,100,000 円（間接経費 10%含） 

 
２） 学会協力研究申請  

申請件数 0 件  
 

３）優秀論文賞（選考対象論文：第 36 巻第 1 号～5 号に掲載された原著論文） 
受賞者：北村 勝誠 先生（あいち小児保健医療総合センター免疫・アレルギーセンターアレルギー科）                  

受 賞 論 文 名：愛知県の小児アナフィラキシー全数調査における木の実類の増加について 
掲載誌：日本小児アレルギー学会誌，Vol.36 No.2，2022，pp. 141-147  
受賞者：松井 照明 先生 （あいち小児保健医療総合センター免疫・アレルギーセンターアレルギー科） 

受 賞 論 文 名： ボンラクトⓇ i と豆腐・豆乳とのアレルゲン性の比較検討 
掲載誌：日本小児アレルギー学会誌，Vol.36 No.3，2022，pp. 234-240 
研究奨励助成金：1 名あたり 5 万円 

 
４）学術大会優秀演題賞 

第 59 回日本小児アレルギー学会学術大会・APAPARI2022 合同開催 
最優秀演題賞  
演 題 名：「乳幼児におけるより安全なタンパク摂取開始量の検討」 
筆頭演者：高田 数馬 先生（国立成育医療研究センターアレルギーセンター総合アレルギー科） 

優秀演題賞   
演 題 名：「乳児期皮膚バリア機能とアレルゲン感作に関する観察研究（Fukushima study）」 
筆頭演者：市川 陽子 先生（いちかわクリニック） 
演 題 名：「皮膚の黄色ブドウ球菌デルタトキシンは経皮感作による食物アレルギーの発症を促進する」 
筆頭演者：山田 啓迪 先生（順天堂大学医学部附属順天堂医院小児科） 
 

５．関連学術・専門団体との連携 
 日本小児科学会 
 日本アレルギー学会 
 日本小児臨床アレルギー学会 
 日本アレルギー協会 
 内科系学会社会保険連合 
 日本栄養士会 
 日本学校保健会 

 
６．国際的研究協力と国際交流の推進 
１）日韓交換講演 
  KAPARD Autumn Congress2022 招待講演者 

氏 名：山本 貴和子 先生（国立成育医療研究センター アレルギーセンター総合アレルギー科） 
演題名：Breakthrough evidence based on the dual allergen exposure hypothesis. 
第 59 回日本小児アレルギー学会学術大会 招待講演者 
氏 名：Jin-A Jung 先生（Department of Pediatrics, Dong-A University College of Medicine） 
演題名：Associated Risk Factors for Asthma Exacerbation and Severiy in Korean Children 
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２）トラベルグラント（助成金） 

①開催学会：2022 JSPACI-APAPARI Joint Congress 
会 期：2022 年 11 月 12 日、13 日 (ハイブリッド開催) 
グラント内容：1 名あたり２万円 
募集方法：学会ホームページ、会員一斉配信メールにて公募、次の 17 名に決定した。 

伊藤  環 先生 国立病院機構相模原病院 小児科 
伊藤  悠 先生 国立病院機構相模原病院 小児科 
大谷 祐介 先生 群馬大学医学部附属病院 小児科 
小笠原久子 先生 国立成育医療研究センター アレルギーセンター 
岡田 祐樹 先生 昭和大学医学部小児科学講座  
北村  勝誠 先生 あいち小児保健医療総合センター免疫・アレルギーセンターアレルギー科 

クラム由理 先生 国立成育医療研究センター アレルギーセンター 
小太刀 豪 先生 国立病院機構相模原病院 小児科 
坂口 裕紀 先生 国立病院機構相模原病院 小児科 
佐藤 未織 先生 国立成育医療研究センター アレルギーセンター 
杉山 弘樹 先生 国立成育医療研究センター 免疫アレルギー・感染研究部 
永倉 顕一 先生 国立病院機構相模原病院 小児科 
板橋 佳恵 先生 自治医科大学附属さいたま医療センター 小児科 
南部 明華 先生 埼玉県立小児医療センター 感染免疫アレルギー科 
浜田 佳奈 先生 兵庫県立こども病院 総合診療科 
本多 愛子 先生 昭和大学医学部 小児科学講座  
山下 恒聖 先生 昭和大学医学部 小児科学講座 

 
② 開催学会：APAAACI2022 
会 期：2022 年 12 月 5 日～8 日  
開催地：マニラ、フィリピン 
グラント内容：1 名あたり 10 万円 
募集方法：学会ホームページ、会員一斉配信メールにて公募、次の 2 名に決定した。 
有馬 智之 先生 国立病院機構三重病院 小児科 
佐藤 未織 先生 国立成育医療研究センターアレルギーセンター 

 
③会合名：EAACI  Immunology Winter School 2023 

会 期：2023 年 1 月 開催地：スイス 
グラント内容：1 名あたり 20 万円 
募集方法：学会ホームページ、会員一斉配信メールにて公募、次の 1 名に決定した。 
松岡  諒 先生 国立成育医療研究センター研究所  

 
④ 会合名：WAO Symposium on Food and Respiratory Allergies 

会 期：2023 年 5 月 開催地：ハワイ 
グラント内容：1 名あたり 10 万円 
募集方法：学会ホームページ、会員一斉配信メールにて公募、次の 2 名に決定した。 
髙岡 有理 先生 大阪府立病院機構大阪はびきの医療センター 小児科 
髙橋 亨平 先生 国立病院機構相模原病院 小児科 

 
７．普及啓発・社会活動 
１） 学会ウエブサイトでの一般向け情報発信 

2022.10.12 第 59 回日本小児アレルギー学会学術大会 SIG 事前申し込み開始のご案内 
2022.10.06 第 59 回日本小児アレルギー学会学術大会 APAPARI2022 合同開催 市民公開講座のご案内 
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2022.09.20 台風 14 号で被災された皆様へのお見舞いと「アレルギー医療相談窓口」のご案内 
2022.11.22 「2022 年度-奥田記念花粉症学等顕彰財団の顕彰募集」のご案内 
2022.11.14 「第 9 回総合アレルギー講習会」開催のお知らせ 
2022.11.14 第 60 回日本小児アレルギー学会学術集会のホームページがオープンしました 
2022.11.04 留学のすゝめ 2022@JSPACI-APAPARI Joint Congress2022 のお知らせ 
2023.03.30 消費者庁より「外食・中食における食物アレルギーに関する情報提供に係る啓発資材の活用について」 
2023.03.13 YouTube チャンネル開設のお知らせ 
2023.03.10 学会紹介パンフレット一部改訂のお知らせ 
2023.03.02 第 60 回日本小児アレルギー学会学術集会ホームページのご案内 

２） 災害発生時の被災者支援（小児アレルギー疾患分野） 
相談窓口の設置 
2022.09.20 台風 14 号で被災された皆様へのお見舞いと「アレルギー医療相談窓口」のご案内 

 
８．理事会、代議員総会、各種委員会・ワーキンググループ 
１）理事会 

第 2 期 第 5 回理事会  2022 年 11 月 11 日（土）16 時 00 分～18 時 00 分（ハイブリッド形式）  
第 2 期 第６回理事会 2023 年 4 月 14 日（金）15 時 00 分～17 時 30 分（ハイブリッド形式）  
第 2 期 第 7 回理事会 2023 年 8 月 25 日（金）18 時 00 分～19 時 00 分 （ハイブリッド形式） 

２）定時代議員総会 
第４回定時代議員総会 2022 年 11 月 12 日（土）9：45～10：45（60 分）（ハイブリッド形式） 

３）委員会・ワーキンググループ(WG)： 
委員会（18） 

1. 編集委員会 
2. 疫学委員会 
3. 小児気管支喘息治療・管理ガイドライン委員会 
4. 食物アレルギー委員会 
5. 規約委員会 
6. 薬務委員会 
7. 社会保険委員会 
8. 国際交流委員会 
9. 研究推進委員会 
10. 利益相反委員会 
11. 倫理委員会 
12. 災害対応委員会 
13. 将来計画委員会 
14. 広報委員会 
15. キャリア支援委員会 
16. 学術大会委員会 
17. アトピー性皮膚炎委員会 
18. Junior 育成委員会 

WG（3） 
1. 小児アレルギー教育セミナー（PASCO）WG（関連委員会：理事会） 
2. アレルギー性鼻炎 WG（関連委員会：理事会） 
3. システマティックレビューWG（新設）（関連委員会：理事会・ガイドライン委員会） 

 
９．代議員・役員選挙の実施 
1. 代議員選出  
2. 理事候補者選出 


